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 問 広野町図書室　☎0240-27-3211　e-mail：hirono-library@abelia.ocn.ne.jp

■は休室日
開室時間：午前８時30分～午後５時15分

図書室休室日のお知らせ
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10月の貸出ランキング
１位　あなたが誰かを殺した／東野　圭吾　
２位　私たちの世代は／瀬尾　まいこ　
３位　木挽町のあだ討ち／永井　紗耶子　　
４位　手塚治虫と戦争／手塚　治虫
５位　親といるとなぜか苦しい／リンジー・C・ギブソン

本のリクエスト・リサイクルについて
　図書室では、利用者から本の購入リクエ
ストを受け付けております。
　寄贈本に関しては、広野町ゆかりの図書
を収集します。一般図書は可能な限り新刊
本を収集します。
　詳しくはスタッフまでお尋ねください。
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と
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新着図書紹介
・続　窓際のトットちゃん／黒柳　徹子
・777(トリプルセブン) ／伊坂　幸太郎
・駅スタンプ大図鑑／田中　比呂之　
・喫茶おじさん／原田　ひ香　
・可哀想な蝿／武田　綾乃
・笑いのある世界に生まれたということ／

中野　信子、兼近　大樹
・半沢直樹アルルカンと道化師／池井戸　潤
・ほんやのねこ／ヒグチ　ユウコ　
・ゆめぎんこう　おまつりへいく／コンドウ　アキ

　他３冊
★�その他、寄贈本については、10月に２名の方

から46冊寄付頂きました。
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“Goodbye, Summer.
Hello, Autumn.” 
　Th is  i s  my  f i r s t - t ime 
e x p e r i e n c i n g  a u t u m n 
season. I landed in Japan 

in  the spr ing o f  2023.  So ,  I  have a l ready 
experienced spring, summer and autumn seasons in 
Japan. As of today, I must say that autumn is my 
favorite season. I come from a tropical country, the 
Philippines, and I'm not sure if I'll like winter 
because I've heard from many of my colleagues and 
friends that it will be very chilly. But, I'm looking 
forward to trying out some winter activities.

　Back to the topic, I can truly say that autumn 
fashion is on fleek. I occasionally struggle with what 
to wear to blend in. The majority of Japanese 
people have excellent fashion sense. So, I pay close 
attention and attempt to mix and match my OOTD 
(Outfit of the Day). 

　The autumn vista is stunning, and I finally know 
what the fall season smells like. I'd like to share my 
autumn pictures. This is my realization about the 
fall season, that even if the leaves are falling, there 
is still beauty in it. Not just the beauty, but it gives 
me an idea about life, even if we fall down, there is 
always a reason why some things happen and we 
must not forget the lesson we learn from it, and 
that is the beauty I am talking about. It teaches us 
an important lesson. We have ups and downs, just 
like the seasons, but the most important thing is 
that we don't give up and just keep going, just like 
the trees which experiences four seasons. 

さようなら夏、こんにちは秋

　私にとって初めての秋の季節です。 私は
2023年の春に来日しました。つまり、すで
に日本の春、夏、秋の季節を経験してきま
した。今日の時点では、秋が私の一番好き
な季節だと言わざるを得ません。私は熱帯
の国フィリピン出身でして、多くの同僚や
友人から冬はとても冷えると聞いているの
で、冬が好きになるかどうかわかりません。
でも、冬のアクティビティに挑戦するのが
楽しみです。

　話は戻りますが、秋のファッションはま
さにイケてると言えます。何を着れば周り
に溶け込めるか悩むこともあります。日本
人の多くはファッションセンスに優れてい
ます。そのため、私は細心の注意を払って、
その時のOOTD (Outfit of the Day) を合
わせるようにしています。

　秋の景色は素晴らしく、ようやく秋の匂
いがわかりました。秋の写真をシェアした
いと思います。葉が落ちても、秋にはまだ
美しさがあることが私はわかります。美し
さだけではなく、秋は私に人生についての
考えさせてくれます。たとえ私たちが転ん
だとしても、何かが起こるには必ず理由が
あり、そこから学ぶ教訓を忘れてはなりま
せん。それが、私の話している美しさです。
秋は私たちに重要な教訓を教えてくれます。
季節と同じように、私たちにも浮き沈みが
ありますが、一番大切なのは、四季を経験
する木々のように、諦めずに歩み続けるこ
となのではないでしょうか。


